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大都市地域等における自動車に起因する大気汚染問題は依然として厳しい状況にあることから、
バス・トラック事業者を中心に、ＣＮＧバス・トラック、新長期規制適合バス・トラック等の導入に対す
る補助を行うことにより、低公害車の普及を促進し、大気環境の改善を図る。
また、地球温暖化対策及び大気汚染対策を推進する観点から、トラック等におけるエコドライブの
計画的・継続的実施とこれらの結果の評価・指導を一体的に行う仕組み（ＥＭＳ：エコドライブ管理
システム）の構築・普及により、エコドライブ普及のための環境整備を行う。

ＣＮＧ（圧縮天然ガス）自動車
ＰＭは排出せず、ＮＯｘは７割以上低減
トラック、バスを中心に普及
ＣＮＧスタンドが必要

ハイブリッド自動車
内燃機関とモーターの２つの動力源を持つ
新たなインフラ整備の必要がない
ディーゼルを内燃機関とするハイブリッドト
ラック、バスにあってはＮＯｘ・ＰＭともに減少
乗用車、トラック、バスに普及

○低公害車の導入に対する補助
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新車の導入

ＣＮＧバス・トラック

ハイブリッドバス・トラック
通常車両価格との差額の1/2

新長期規制適合バス・トラック 通常車両価格との差額の1/3

使用過程車のＣＮＧ車への改造 改造費の1/3

○エコドライブの普及支援
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ストップ設備の活用等
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急発進・急加速等の防止
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運行中

トラック事業者等によるEMS（エコドライブ管理システム）モデル事業の実施に係る費用の一部を国が支援

ＥＭＳ（エコドライブ管理システム）

停車中

・ＣＮＧ車普及促進モデル事業
→ 地方公共団体、運送事業者、ガス事業者等と連携して、環境先進地域において重点的か
つ計画的にＣＮＧ車の普及を促進

・ＥＭＳ（エコドライブ管理システム）の構築・普及
→ 計画的かつ継続的なエコドライブの実施とこれに係る成果の評価・必要な指導等が一体と
なった取組み（ＥＭＳ）を構築・普及

補助制度拡充のポイント

https://www.arttodayjapan.com/entry.php?type=p


○ＣＮＧ車普及促進モデル事業

環境先進地域においてＣＮＧ車の導入を更に促進

国の支援

施策

ＣＮＧ車普及促進モデル事業

背景

ＣＮＧ車は、極めて高い環境性能を有するものの、初期コストのみならず、燃費コストやＣＮＧス
タンドの使い勝手を含むランニングコストにおいて、既存のディーゼル車に劣後している。

ＣＮＧ車の一層の普及に壁

環境対策に関心の高い先進的な地域において、新たに設置するＣＮＧ車普及促進モデル地域
協議会がＣＮＧ車普及促進計画を策定し、関係者の協力の下、集中的かつ計画的なＣＮＧ車
の導入及びＣＮＧ車導入に向けた環境整備（ガス料金の引き下げ、ＣＮＧスタンドの使い勝手
の向上、環境先進地域としてのＰＲ活動等）を実施

ＣＮＧ車普及促進モデル地域協議会

ガス事業者地方公共団体 運送事業者 運輸局

○ 国が指定したＣＮＧ車普及促進計画に基づくＣＮＧ車の導入に
対して低公害車補助の特例措置
・補助の優先採択
・最低導入台数要件（バス：２台、トラック：３台）の緩和
・交付申請手続きの簡素化
・実績補助方式による交付申請の受付期間の拡大（平成１８年２月末まで）

○モデル地域の環境面での先進性を全国的にＰＲ


